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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期

第３四半期連結
累計期間

第７期
第３四半期連結

累計期間
第６期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年12月31日

自平成27年４月１日
至平成27年12月31日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 80,224 90,830 111,417

経常利益 （百万円） 7,497 7,009 10,561

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 4,564 4,115 5,774

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 4,531 3,557 5,973

純資産額 （百万円） 49,519 52,642 50,958

総資産額 （百万円） 74,139 101,795 104,877

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 139.94 125.44 176.89

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 66.2 51.3 48.2

回次
第６期

第３四半期連結
会計期間

第７期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 50.69 41.51

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用・

所得環境の改善傾向が見られ、緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、インバウンド需要を除く個人消

費や国内生産活動は力強さに欠ける状況が続きました。また、中国をはじめとする新興国経済の成長減速、世界レ

ベルでの金融市場の不安定化や地政学的リスク顕在化への懸念などにより、景気の先行きについては、国内外とも

下振れリスクの高い状況となっています。

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高90,830百万円（前年同四半期比10,606百万円増、13.2％増）、営業

利益7,105百万円（前年同四半期比308百万円減、4.2％減）、経常利益7,009百万円（前年同四半期比488百万円

減、6.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益4,115百万円（前年同四半期比449百万円減、9.9％減）となり

ました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①  貴金属事業

貴金属リサイクル事業では、以下の回収量状況となりました。エレクトロニクス分野では、国内の市場の縮小

は続いていますが、その中でＥスクラップ事業および洗浄事業でシェアを拡大し、金の回収量は前年同期比で増

加しました。デンタル分野では、歯科材料として使用される貴金属量が減少する中、金およびパラジウムの回収

量は前年同期比で減少しました。宝飾分野では、宝飾買取業者との取引の拡大によって、金およびプラチナの回

収量は前年同期比で増加しました。自動車触媒分野では、国内の廃車台数の減少傾向が続いており、パラジウム

およびプラチナの回収量は前年同期比で減少しました。

貴金属の平均販売単価については、金およびパラジウムは前年同期実績を上回り、銀およびプラチナは前年同

期実績を下回りました。

また、北米の金・銀精錬事業では、貴金属相場の低迷や世界的な資源関連産業の減速の影響を受け、精錬受託

における入荷量および手数料単価の低減が続きました。このような中、生産性向上やリードタイム短縮などの技

術課題および営業力強化などに取り組むことで、Asahi Refiningの事業基盤の強化に努めています。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は61,476百万円（前年同四半期比5,297百万円増、9.4％増）、

営業利益は5,095百万円（前年同四半期比637百万円減、11.1％減）となりました。

②  環境保全事業

国内企業の生産活動を反映して、廃棄物排出量の減少傾向が続きました。このような状況の下、新規開拓活動

やグループ会社間連携による販路拡大などの努力を積み重ねた結果、全体としては堅調に推移しました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は11,451百万円（前年同四半期比157百万円増、1.4％増）、営

業利益は1,636百万円（前年同四半期比268百万円増、19.7％増）となりました。

③  ライフ＆ヘルス事業

健康機器部門は、個人消費の回復が見られない中、コスト削減に取り組むとともに、女性向け新商品の導入や

主力マッサージチェアのフルモデルチェンジなど、拡販に向けた施策に注力しています。建設関連市場において

は、引き続き厳しい事業環境が続いていますが、コスト削減に加え、既存顧客への買い替え促進活動や個人向け

遠赤外線ヒーターの新製品発売などに取り組んでいます。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は17,902百万円（前年同四半期比5,151百万円増、40.4％増）

、営業利益は373百万円（前年同四半期比60百万円増、19.3％増）となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、379百万円であります。
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なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 129,000,000

計 129,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 36,254,344 36,254,344
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 36,254,344 36,254,344 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成27年10月１日～

平成27年12月31日
－ 36,254,344 － 4,480 － 6,054

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 3,432,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 32,757,700 327,577 －

単元未満株式 普通株式 64,244 － －

発行済株式総数 36,254,344 － －

総株主の議決権 － 327,577 －

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

アサヒホールディング

ス㈱

神戸市中央区加納町

四丁目４番17号
3,432,400 － 3,432,400 9.47

計 － 3,432,400 － 3,432,400 9.47

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平

成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,046 14,830

受取手形及び売掛金 15,146 12,944

商品及び製品 4,855 4,194

仕掛品 9,141 8,470

原材料及び貯蔵品 1,633 1,332

その他 6,773 6,257

貸倒引当金 △40 △26

流動資産合計 48,556 48,003

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,298 11,534

土地 14,568 14,369

その他（純額） 5,467 5,194

有形固定資産合計 32,334 31,099

無形固定資産

のれん 21,737 20,564

その他 906 976

無形固定資産合計 22,643 21,541

投資その他の資産 ※1,343 ※1,151

固定資産合計 56,321 53,791

資産合計 104,877 101,795
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,161 6,678

短期借入金 26,171 5,649

1年内返済予定の長期借入金 270 5,270

未払法人税等 2,111 861

賞与引当金 747 390

役員賞与引当金 36 －

修繕引当金 106 60

製品保証引当金 85 86

売上割戻引当金 371 461

返品調整引当金 13 22

その他 9,526 5,632

流動負債合計 45,603 25,112

固定負債

長期借入金 6,550 21,584

退職給付に係る負債 126 138

その他 1,639 2,317

固定負債合計 8,316 24,040

負債合計 53,919 49,153

純資産の部

株主資本

資本金 4,480 4,480

資本剰余金 6,038 6,112

利益剰余金 44,459 46,607

自己株式 △5,159 △5,033

株主資本合計 49,819 52,168

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 33 46

繰延ヘッジ損益 313 318

為替換算調整勘定 338 △291

その他の包括利益累計額合計 685 73

新株予約権 77 －

非支配株主持分 375 399

純資産合計 50,958 52,642

負債純資産合計 104,877 101,795
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

売上高 80,224 90,830

売上原価 63,985 71,078

売上総利益 16,238 19,751

販売費及び一般管理費 8,825 12,646

営業利益 7,413 7,105

営業外収益

受取利息 23 25

受取配当金 4 2

為替差益 65 8

その他 47 39

営業外収益合計 139 75

営業外費用

支払利息 39 92

シンジケートローン手数料 － 51

その他 16 27

営業外費用合計 55 171

経常利益 7,497 7,009

特別利益

固定資産売却益 8 16

投資有価証券売却益 10 1

新株予約権戻入益 － 44

事業譲渡益 － 44

特別利益合計 18 107

特別損失

固定資産除却損 38 12

固定資産売却損 5 3

減損損失 47 300

特別損失合計 91 316

税金等調整前四半期純利益 7,424 6,799

法人税、住民税及び事業税 2,425 2,384

法人税等調整額 398 239

法人税等合計 2,823 2,623

四半期純利益 4,601 4,176

非支配株主に帰属する四半期純利益 36 61

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,564 4,115
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

四半期純利益 4,601 4,176

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6 13

繰延ヘッジ損益 △182 5

為替換算調整勘定 129 △637

持分法適用会社に対する持分相当額 △23 －

その他の包括利益合計 △69 △618

四半期包括利益 4,531 3,557

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,493 3,503

非支配株主に係る四半期包括利益 38 53
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【注記事項】

(会計方針の変更)

・企業結合に関する会計基準等の適用

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更を行っております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主

持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連

結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影

響はありません。また、当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金に与える影響はありません。

・会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

従来、当社及び国内連結子会社は有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、定率法

(ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)については定額法)を採用しておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

この変更は、中期経営計画における投資計画の検討を機に、有形固定資産の減価償却の方法について再度検

討したことによるものであります。その結果、当社の製品需要実態から、今後長期安定的に稼働することが見

込まれるため、有形固定資産の減価償却方法として定額法を採用することが費用配分の観点から合理的であ

り、経済実態をより適切に反映できると判断し、今回の変更を行うものであります。

これにより、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益はそれぞれ149百万円増加しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成27年12月31日）

投資その他の資産 24百万円 35百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

減価償却費 1,295百万円 1,439百万円

のれんの償却額 464 1,310

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月12日

取締役会
普通株式 982 30.00 平成26年３月31日 平成26年５月30日 利益剰余金

平成26年10月29日

取締役会
普通株式 982 30.00 平成26年９月30日 平成26年11月26日 利益剰余金

（注） 平成26年５月12日取締役会決議による配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する配当金４百万円が含ま

れております。また、平成26年10月29日取締役会決議による配当金の総額には、従業員持株会信託口に対する

配当金３百万円が含まれております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月11日

取締役会
普通株式 982 30.00 平成27年３月31日 平成27年５月29日 利益剰余金

平成27年10月28日

取締役会
普通株式 984 30.00 平成27年９月30日 平成27年11月25日 利益剰余金

5857/E21187/アサヒホールディングス/2016年
－13－



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

貴金属
事業

環境保全
事業

ライフ＆ヘルス
事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 56,179 11,293 12,750 80,224

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －

計 56,179 11,293 12,750 80,224

セグメント利益 5,733 1,367 313 7,413

（注） セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

（子会社の取得による資産の著しい増加）

当第２四半期連結会計期間において、株式取得により株式会社フジ医療器を子会社化したため、同社

を連結の範囲に含めております。これにより前連結会計年度の末日に比べ、「ライフ＆ヘルス事業」の

セグメント資産が16,238百万円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

一部の土地、建物については、売却予定となったことから帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該

減少額を減損損失として特別損失に計上しております。

その結果、貴金属事業において34百万円を減損損失として計上しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

貴金属
事業

環境保全
事業

ライフ＆ヘルス
事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 61,476 11,451 17,902 90,830

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － －

計 61,476 11,451 17,902 90,830

セグメント利益 5,095 1,636 373 7,105

（注） セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの変更等に関する事項

（報告セグメントの名称変更）

第１四半期連結会計期間より、前期まで「貴金属リサイクル事業」というセグメント名称で表記して

いた同事業について、より事業内容に即した「貴金属事業」という名称に変更しております。なお、当

該セグメントの名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後のセグメントの名称に基づき作成した

ものを開示しております。
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（有形固定資産の減価償却方法の変更）

従来、当社及び国内連結子会社は有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、定

率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）については定額法）を採

用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

この変更に伴い、従来の方法と比較し、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益は、貴金属事業

で65百万円、環境保全事業で61百万円、ライフ＆ヘルス事業で22百万円、それぞれ増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

当社子会社が保有する一部の土地、建物については、売却予定となったことから帳簿価額を回収可能

価額まで減額し、当該減少額及び解体費用を減損損失として特別損失に計上しております。

その結果、環境保全事業において71百万円を減損損失として計上しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 139円94銭 125円44銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
4,564 4,115

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（百万円）
4,564 4,115

普通株式の期中平均株式数（千株） 32,620 32,803

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－

（注） １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

２．「従業員持株会信託口」が保有する当社株式を、「１株当たり四半期純利益金額」の算定上、期中平均株

式数の計算において控除する自己株式に含めております（前第３四半期連結累計期間115千株、当第３四半

期連結累計期間－千株）。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

（剰余金の配当）

平成27年10月28日開催の取締役会において、平成27年９月30日を基準日として、剰余金の配当（中間）を行うこ

とを次のとおり決議いたしました。

① 配当金の総額 984百万円

② １株当たり配当額 １株当たり30円

③ 効力発生日 平成27年11月25日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成28年２月12日

アサヒホールディングス株式会社

取締役会 御中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 長 光雄 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 竹野 俊成 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアサヒホールデ

ィングス株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成27年10

月１日から平成27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アサヒホールディングス株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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